
コミュニティ再生講座コースについて

講座内容は、応募者が自ら企画・立案するものとするが、講座コースを例示いたしますので、参考にし

てください。

【コース案】

基本コース ・地域活動、市民活 ・地域のﾆｰｽﾞや実態の ・地域の状況、課題、

動、ｺﾐｭﾆﾃｨとは 調査 解決策の発表

ｺﾐｭﾆﾃｨに共通する基礎 ・ｺﾐｭﾆﾃｨの課題 ・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟやﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽ ・事業評価

知識を身につけ、調査 ・ｺﾐｭﾆﾃｨ（団体）の ⇒ ｶｯｼｮﾝの開催（課題抽 ⇒ ・ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝやｼﾝ

研究、課題発掘、ﾌﾟﾗﾝﾆ 設立法 など 出、解決策検討）など ﾎﾟｼﾞｳﾑの開催 など

ﾝｸﾞ等を学ぶ

（例：全 5 回、25 時間） （講師講義 5h × 2 回） （調査･ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 5h × 2 回） （ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ等 5h × 1 回）

◇分野別コース

安全・安心 ・安全な地域社会の ・地域の点検調査 ・地域の状況、課題、

安全・安心な地域社会 基礎知識 ・自分たちの地域の安 解決策の発表

づくりを目指し、課題 ・安全なｺﾐｭﾆﾃｨはど ⇒ 全を考える ⇒ ・事業評価

・対策等を検討する うつくるか など など ・講師による助言など

（例：全 4 回、16 時間） （講師講義 3h × 2 回） （調査･ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 6h × 1 回） （講師講義 4h × 1 回）

介護・子育て ・介護・子育ての基 ・自分たちの地域の実 ・地域の状況、課題、

介護・子育ての課題や 礎知識 態調査 解決策の発表

対策等を検討する ・ｺﾐｭﾆﾃｨで何ができ ⇒ ・地域に何が必要か ⇒ ・事業評価

るか など など ・講師による助言など

（例：全 4 回、16 時間） （講師講義 3h × 2 回） （調査･ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 6h × 1 回） （講師講義 4h × 1 回）

ボランティア活動 ・ボランティア活動 ・ボランティアで何が ・地域の状況、課題、

住み良い地域社会づく の基礎知識 できるか 解決策の発表

りを目指し、課題・対 ・ボランティア活動 ⇒ ・活動に参加してみる ⇒ ・事業評価

策等を検討する とコミュニティ など など ・講師による助言など

（例：全 4 回、16 時間） （講師講義 3h × 2 回） （調査･実習 6h × 1 回） （講師講義 4h × 1 回）

ｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽ ・ｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽの基 ・地域のﾆｰｽﾞ調査 ・地域で考えられるｺﾐ

地域のﾆｰｽﾞに合致した、 礎知識 ・先進例を学ぶ ｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽの発表

ｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽを検討す ・ｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽのﾋﾝﾄ ⇒ ・体験学習 ⇒ ・事業評価

る など など ・講師による助言など

（例：全 6 回、20 時間） （講師講義 3h × 2 回） （調査･実習 3h × 3 回） （ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 5h × 1 回）

※ 1 ここに掲げるものは例であり、コースを組み合わせたり、他の分野を取り入れる等、既成概念にと

らわれず斬新な企画を取り入れた講座を計画してください。


